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１．件  名  

    高温蓄熱技術のフィージビリティ調査  

 

２．目  的  

高温蓄熱技術の技術レベルを調査し、その技術を利用した電力熱変換システ

ムが、風力発電等の出力変動する再生可能エネルギーの大量導入に有効な対策

となり得る可能性の検討に資する。  

 

３．実施内容  

国内外における高温蓄熱システムの開発事例を調査し、下記の項目について

取り纏める。報告書分量は A4版 50ページ以上とする。  

（１）システム構成  

＜熱の利用＞  

（２）熱の利用先（需要）  

（３）熱の利用方法 (蒸気、発電、熱電変換、等 ) 

（４）熱利用温度レベル  

（５）熱取り出し媒体（蒸気、温水、その他熱媒）  

（６）発電方法（ランキンサイクル、熱電変換、等）  

＜蓄熱＞  

（７）熱貯蔵温度レベル  

（８）蓄熱方法（潜熱、顕熱、化学反応利用）  

（９）蓄熱物質候補  

（１０）蓄熱容量  

（１１）蓄熱速度（ kW）  

（１２）蓄熱容器サイズ（内容積）  

（１３）蓄熱容器構造（断熱構造、熱交換構造）  

（１４）放熱出力（ kW）  

（１５）（固液相変化利用の場合）融解・凝固方法  

（１６）蓄熱容器伝熱面積  

（１７）蓄熱容器サイズ／形状  

（１８）蓄熱容器材質  

（１９）蓄熱容器に関する規制  

＜コスト＞  

（２０）蓄熱容器製造コスト  

（２１）容器メンテナンスコスト  

（２２）溶融塩コスト  

 

４．実施期間  

     （自）契約日  

     （至）平成 27年 2月 27日 (金 ) 

 



 

 

５．仕様書の解釈、定めのない事項の取扱              

この仕様書に定めのない事項については、エネルギー総合工学研究所プロジ

ェクト試験研究部と協議のうえその指示に従うものとする。  

 

６．成果物の提出  

     提 出 書 類 名         成果報告書  2部  

               成果報告書電子ファイル  1部  

      提 出 期 限         平成 27年 2月 27日 (金 ) 

      提 出 場 所         一般財団法人  エネルギー総合工学研究所  

                     プロジェクト試験研究部  

 

７．検収・完了確認方法  

    完了届および納入品目の確認をもって検収とする。  

 

以上  

 

 


